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鈴木泰（1999）『改訂版 古代日本語動詞のテンス・アスペクト 源氏物語の分析 』ひつじ書房
鈴木泰（2009）『古代日本語時間表現の形態論的研究』ひつじ書房
土岐留美江（2010）『意志表現を中心とした日本語モダリティの通時的研究』ひつじ書房
山本博子（2000）「中古語におけるキ形とニキ形・テキ形の違い」（お茶の水女子大学国語国文学会『国文』93）
山本博子（2009）「中古語におけるハベリキ形とテハベリキ形」（『日本語文法』9-1）
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キ形（11例) ニキ形（0例) テキ形（2例)
ありく・思ひく・咲きそむ（2
例）・す（3例）・住みく・たのめ
く・ぬぎかく（2例）
思ひそむ・たのみそむ
Ｇ 動作相動詞
キ形（9例) ニキ形（0例) テキ形（0例)
あり（6例）・見ゆ（3例)
Ｈ 状態動詞
キ形（12例) ニキ形（3例) テキ形（1例)
飽く・思ふ（9例）・たのむ・待
つ
思ふ・まどふ・わぶ 思ふ
Ｆ かかわり動詞
キ形（11例) ニキ形（5例) テキ形（0例)
往ぬ（2例）・着る・来（8例） 入る・帰る・来・立つ・まじる
Ｄ 主体（􀀽􀀽人）動作主体変化動詞
キ形（1例) ニキ形（2例) テキ形（1例)
（袖が）ふる 吹く（2例) 鳴きふるす
Ｅ 主体（􀀽􀀽物）動作動詞
山本博子（2010）「助動詞「ぬ」の消失的意味についての一考察」（『日本語形態の諸問題 鈴木泰教授東京大学
退職記念論文集』ひつじ書房）
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【注】
⚑ 井島（2011）のP122では、ナムが用いられる表現の特徴について、「①必ずしも特定の聞き手を目指して
いる必要はなく、不特定多数の聞き手あるいは読者を想定して用いられればよく、②場合によっては、ど
の部分が相手が知らない新情報であるかを明示することは、相手に対して僭越な態度になりかねない。」と
述べている。
⚒ アスペクトとは、「運動内部の時間的展開の表示」（小田2015・P122）である。
⚓ ページ数は、山本（2010）で資料としている新編日本古典文学全集（小学館）のものである。
⚔ ページ数は、山本（2010）で資料としている『源氏物語』（角川文庫ソフィア）第⚘巻のものである。
⚕ 土岐（2010）は、「第⚓章 平安和文会話文における連体形終止文」において、「取り立てて構文的特徴
も詠嘆性や解説性も見られないと考えられる連体形終止の例にも、終止形終止と比較して一定の表現性が
あったものと考える。」という立場から、物語作品（『竹取物語』『伊勢物語』『大和物語』『堤中納言物語』
『落窪物語』『源氏物語』『宇津保物語』）の会話文中の平叙文を検討している。そして、「⚑．動詞文では
感情・思考・知覚動詞に多く、動作・変化動詞文の文内容内訳では具体性を持つ事柄についての現在時状
況を述べるものと、既定の事柄に対する話者の発話時現在の評価や解説を表明するものが多い。」「⚒．形
容詞文では属性的形容詞には例がなく、情緒的形容詞に偏り、すべて「心憂し」「恐ろし」「わづらはし」
などのマイナス感情を表すものに現れる。」「⚓．助動詞文では①感情・思考②過去・完了③推量④否定⑤
断定の順に高い。発話者の感情や思考など、情報上、発話者に絶対的優位性がある場合には高く、逆に事
柄の確定権が発話者にない場合には低くなる。」ことから、「連体形終止は、発話者に当該の情報の絶対的
優位性があることを示す。」（P229）と結論づけている。
⚖ 山本（2009）でも同様の分類を用いた。
⚗ Ａ類～Ｈ類の説明は、鈴木泰（1999）における動詞の説明に従っている。
